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ふ み づ き

蛍　火　（町内のゲンジボタル生息地で）
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15
年
度
の
除
排
雪
作
業
に
つ
い

て
は
、
累
計
降
雪
量
４
２
１
㎝
、

最
大
積
雪
深
60
㎝
と
な
り
、
そ
れ

に
対
す
る
早
朝
一
斉
出
動
回
数
は

累
計
で
14
回
、
凍
結
防
止
剤
散
布

車
の
出
動
回
数
は
、
累
計
で
36
回
、

散
布
量
２，

１
９
８
袋
で
し
た
。

　

道
路
等
の
維
持
管
理
は
、
融
雪

後
舗
装
路
面
の
凸
凹
が
激
し
い
箇

所
の
路
面
補
修
や
除
雪
破
損
箇
所

の
補
修
、
雪
捨
場
の
清
掃
、
路
肩

清
掃
を
終
え
、
引
続
き
舗
装
補
修
、

駅
前
広
場
の
清
掃
及
び
草
取
り
、

街
路
樹
の
剪
定
、
直
営
舗
装
、
砕

石
補
修
等
の
作
業
を
行
い
ま
す
。

　

米
代
児
童
公
園
整
備
事
業
に
つ

い
て
は
、
１
７，

５
９
８
千
円
で

工
事
発
注
し
、
８
月
下
旬
の
完
成

予
定
で
す
。

　

冬
期
間
休
業
中
の
ド
リ
ー
ム
ワ

ー
ル
ド
は
、
４
月
３
日
（
土
）
に

オ
ー
プ
ン
し
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ

ー
ク
期
間
中
は
約
２，

４
０
０
人

の
入
園
者
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

建

設

課

関

係

　

上
水
道
事
業
は
、
水
道
週
間
に

ち
な
ん
で
、
６
月
７
日
か
ら
11
日

ま
で
の
５
日
間
、
夜
間
に
お
け
る

洗
管
作
業
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
配
水
管
に
付
着
し
て
い
る
水

垢
等
の
洗
浄
作
業
を
毎
年
行
っ
て

い
る
も
の
で
、
今
後
も
利
用
者
に

清
涼
な
飲
料
水
を
供
給
で
き
る
よ

う
万
全
を
期
し
ま
す

　

簡
易
水
道
は
、
小
猿
部
地
区
に

お
け
る
夏
期
の
水
不
足
解
消
の
た

め
、
井
戸
敷
地
を
岩
脇
地
区
に
確

保
し
そ
の
準
備
を
し
て
い
ま
す
。 

　

公
共
下
水
道
事
業
は
、
昨
年
度

完
了
し
た
愛
宕
下
、
西
大
柳
岱
、

本
屋
敷
、
帰
道
、
上
家
下
、
南
中

家
下
な
ど
27．

89
ha
に
つ
い
て
供

用
開
始
の
告
示
を
行
い
、
下
水
道

加
入
へ
の
啓
蒙
普
及
に
努
め
て
い

ま
す
。　

　

農
業
集
落
排
水
事
業
坊
沢
地
区

は
、
昨
年
度
工
事
完
了
し
た
区
域

の
供
用
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

上

下

水

道

課

関

係

教

育

委

員

会

関

係

《６月定例議会》

行政報告行政報告行政報告
　

平
成
16
年
６
月
定
例
議
会
は
、
６
月
15
日
か
ら
25
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
、
平
成
16
年
度
各
会
計
補
正
予

算
、
条
例
改
正
、
請
願
な
ど
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
号
で
は
、
前
号
に
引
き
続
き
行
政
報
告
と
補
正
予

算
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
一
般
会
計 

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
既
定

の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
６
７
３
０
万
円
を
追
加
し
て
、

総
額
で
78
億
３
３
３
５
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
２
３
４
３
万
８
千
円
を
追
加

し
て
、
総
額
で
18
億
２
５
５
０
万

９
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
老
人
保
健
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
そ
れ

ぞ
れ
４
６
４
７
千
円
を
追
加
し
て
、

総
額
で
24
億
６
１
７
９
万
８
千
円

と
な
り
ま
し
た
。

一般会計補正予算

補

正

予

算

　100万円以上
　単位：千円

■歳　入
地　方　交　付　税

国　庫　支　出　金

県 　 支 　 出 　 金

繰 　 　 入 　 　 金

諸　　　収　　　入（町税ほか）

その他を含めた歳入予算総額

■歳　出
【総務費】

収入役人件費

職員人件費（土木費へ）

【民生費】

生きがい支援事業補助金

【衛生費】

在宅当番医制事業委託

在宅当番医事業補助金

森吉町外四カ町村病院組合負担金

【農林水産費】

望ましい「秋田の水田農業」確立事業

「地域で創る水田農業」支援事業

新しい「木との出会い」推進事業（木柵ガードレール設置工事）

民有林整備作業道開設事業補助金

【商工費】

商業活力再生支援事業

商店街空き店舗対策事業

鷹巣町観光協会補助金

温泉管理費（予備ポンプほか）

【土木費】

道路維持工事

舗装新設工事

職員人件費（総務費から）

【教育費】

耐震診断委託（中央小）

渡り廊下内外補修工事（鷹小）

渡り廊下屋根葺替工事（西小）

騒音対策工事（南中）

その他を含めた歳出予算総額

１２０，９５３

△３９，８４１

△２６，２７１

４，０６２

８，３９７

６７，３００

１２，７９６

△４，１１４

３，３２７

１，９６２

△１，３９２

４，７３２

△１４，３８４

３，７９５

３，５００

１，６８５

８，０７１

△８，０７１

３，０００

１，２８５

１２，４８５

２，０００

４，１１４

９，１６９

２，０５７

１，６９３

３，２４５

６７，３００

（
総
務
学
校
教
育
課
関
係
）

　

３
月
５
日
、
西
小
学
校
で
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
風
邪
の
症
状
の

あ
る
児
童
が
45
％
に
達
し
た
た
め

臨
時
休
校
し
ま
し
た
が
、
翌
週
月

曜
日
か
ら
は
平
常
ど
お
り
の
授
業

が
再
開
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
町
立
小
中
学
校（
幼

稚
園
）
入
学
（
園
）
式
は
、
４
月

５
日
と
６
日
に
挙
行
し
ま
し
た
。

今
年
度
は
、
幼
稚
園
23
人
、
小
学

校
１
７
６
人
、
中
学
校
２
１
４
人

の
新
入
生
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、

前
年
比
で
小
学
校
７
人
、
中
学
校

22
人
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す

　

５
月
１
日
現
在
に
お
け
る
小
学

校
の
児
童
数
は
１，
１
０
６
人（
前

年
度
比
39
人
減
）
、
中
学
校
の
生

徒
数
６
０
３
人
（
前
年
度
比
37
人

減
）
、
学
級
数
で
は
小
学
校
が
54

学
級
（
前
年
度
比
１
学
級
減
）
、

中
学
校
23
学
級
（
前
年
度
比
１
学

級
増
）
と
な
っ
て
い
ま　

　

４
月
16
日
、
鷹
巣
町
教
育
セ
ン

タ
ー
所
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、
町

の
教
育
に
関
す
る
調
査
研
究
及
び

教
職
員
の
各
種
研
修
活
動
が
ス
タ

ー
ト
し
て
い
ま
す
。

（
生
涯
学
習
振
興
課
関
係
）

　

５
月
27
日
「
わ
が
町
を
よ
く
知

り
、
暮
ら
し
や
す
い
町
に
す
る
た

め
に
、
住
民
と
し
て
何
が
で
き
る

か
を
見
出
し
、
そ
の
実
践
に
役
立

つ
学
習
」
を
目
標
に
、
ホ
ー
ク
ス

ア
カ
デ
ミ
ー
（
鷹
の
学
園
）
の
入

学
・
開
講
式
が
、
16
年
度
受
講
生

34
名
の
参
加
の
も
と
挙
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
５
月
28
日
、
60
歳
以
上

の
方
々
の
「
自
ら
の
生
き
が
い
の

創
造
」
を
目
指
し
19
年
目
を
迎
え

た
高
鷹
大
学
の
入
学
・
開
講
式
が
、

新
入
生
33
名
を
迎
え
挙
行
さ
れ
、

16
年
度
受
講
生
３
８
６
名
で
今
年

度
の
学
習
が
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り

ま
す
。　

　

３
月
に
は
、
伊
勢
堂
岱
遺
跡
の

第
10
次
調
査
の
発
掘
調
査
報
告
書

と
平
成
15
年
度
の
町
内
遺
跡
分
布

調
査
報
告
書
を
発
行
し
、
関
係
各

機
関
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。
今

回
初
め
て
作
成
し
た
町
内
遺
跡
分

布
調
査
報
告
書
で
は
、
平
成
15
年

度
に
新
た
に
町
内
で
発
見
さ
れ
た

遺
跡
に
つ
い
て
報
告
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
資
料
整
理
に
よ
り
、
町
内

に
は
68
箇
所
の
遺
跡
が
発
見
さ
れ

て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
第
11
次
と
な
る
「
伊
勢

道
岱
遺
跡
」
の
本
年
度
調
査
に
つ

い
て
は
、
４
月
21
日
か
ら
開
始
し

て
い
ま
す
。　

（
中
央
公
民
館
関
係
）

　

平
成
15
年
度
の
中
央
公
民
館
・

地
区
公
民
館
の
定
期
講
座
は
、
２

月
末
を
も
っ
て
全
日
程
を
終
了
し
、

３
月
４
日
に
開
催
さ
れ
た
合
同
の

「
閉
講
の
つ
ど
い
」
で
は
、
１
８

０
人
の
受
講
生
が
参
加
し
、
学
習

の
成
果
を
発
表
し
な
が
ら
和
や
か

な
交
流
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。　

　

平
成
16
年
度
開
設
の
中
央
公
民

館
定
期
講
座
は
、
新
規
開
設
の
４

講
座
を
含
め
14
講
座
、
地
区
公
民

館
で
は
12
講
座
を
そ
れ
ぞ
れ
企
画

し
、
５
月
18
日
現
在
で
受
講
希
望

者
は
２
６
０
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
５
月
24
日
に
は
、
合
同

の
「
開
講
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、

一
年
間
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
分
担

を
定
め
る
と
共
に
、
学
習
に
対
す

る
意
欲
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

（
町
民
ス
ポ
ー
ツ
課
関
係
）

　

日
本
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
第

11
回
Ｖ
リ
ー
グ
・
第
７
回
Ｖ
１
リ

ー
グ
の
出
場
、
順
位
決
定
戦
（
入

替
戦
）
が
３
月
13
日
〜
14
日
に
行

わ
れ
、
多
く
の
バ
レ
ー
フ
ァ
ン
が

詰
め
か
け
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
プ
レ

ー
を
観
戦
し
ま
し
た
。　

　

陸
上
競
技
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
を

告
げ
る
第
42
回
河
田
杯
マ
ラ
ソ
ン

大
会
が
４
月
24
日
開
催
さ
れ
、
小

学
校
23
校
61
名
、
中
学
校
12
校
１

０
５
名
、
高
校
生
18
名
、
一
般
68

名
、
計
２
５
２
名
の
選
手
が
町
内

外
か
ら
参
加
の
も
と
、
健
脚
を
競

い
合
い
ま
し
た
。

　

健
康
秋
田
21
全
県
一
斉
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
４
月
25
日

ホ
ー
ク
ス
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
４
が

中
央
公
園
を
発
着
点
に
、
２
㎞
・

５
㎞
・
７
㎞
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
当
日
は
、
60
歳
代
を
中
心

に
子
ど
も
た
ち
の
参
加
を
含
め
１

３
０
人
が
参
加
し
、
手
軽
な
健
康

法
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。

（ ）
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町　

長　

日　

誌

町　

長　

日　

誌

６／１６
〜
３０

16
日
（
水
）

　
　
　
　
　

17
日
（
木
）

18
日
（
金
）

19
日
（
土
）

21
日
（
月
）

22
日
（
火
）

23
日
（
水
）

　
　
　
　
　

24
日
（
木
）

　
　
　
　
　

25
日
（
金
）

　
　
　
　
　

26
日
（
土
）

　
　
　
　
　

27
日
（
日
）

28
日
（
月
）

29
日
（
火
）

30
日
（
水
）

た
か
の
す
福
祉
公
社
幹
事
会
に
出
席
。

鷹
巣
町
国
保
運
営
協
議
会
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付
。

平
成
16
年
第
４
回
鷹
巣
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
初
日
。

平
成
16
年
第
４
回
鷹
巣
町
議
会
定
例
会
一
般
質
問
二
日

目
。

平
成
16
年
度
大
館
市
北
秋
田
郡
小
・
中
学
校
総
合
体
育

大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
開
会
式
に
出
席
。

大
館
能
代
空
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
ビ
ル
㈱
第
９
回
定
時
株
主

総
会
、
第
41
回
取
締
役
会
に
出
席
。

た
か
の
す
福
祉
公
社
評
議
員
会
・
理
事
会
に
出
席
。

市
町
村
合
併
に
関
す
る
第
10
回
四
町
長
会
談
に
出
席
。

長
岐
邸
保
存
活
用
の
懇
談
会
に
出
席
。

米
代
児
童
公
園
整
備
事
業
イ
ベ
ン
ト
に
出
席
。

平
成
16
年
度
鷹
巣
町
婦
人
消
防
協
力
隊
総
会
に
出
席
。

平
成
16
年
第
４
回
鷹
巣
町
議
会
定
例
会
最
終
日
。

第
36
回
鷹
巣
町
芸
術
文
化
協
会
総
会
懇
談
会
に
出
席
。

２
０
０
４
年
度
褒
章
事
業
の
審
査
員
と
し
て
日
本
青
年

会
議
所
秋
田
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
運
営
委
員
会
に
出
席
。

第
22
回
鷹
巣
町
漁
業
協
同
組
合
通
常
総
会
に
出
席
。

第
３
回
町
長
杯
争
奪
町
民
ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会
開
会
式
に

出
席
。

秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
㈱
第
20
回
定
時
株
主
総
会
に
出
席
。

地
域
医
療
対
策
協
議
会
に
出
席
。

鷹
巣
町
日
沿
道
・
中
岱
橋
早
期
建
設
期
成
同
盟
会
役
員

会
に
出
席
。

三
ノ
渡
・
松
沢
地
区
基
盤
整
備
事
業
合
同
竣
工
式
に
出

席
。

第７回鷹巣阿仁地域合併協議会

市議７４人の在任特例制度を適用   期間は１年
　

７
月
１
日
、
第
７
回
鷹
巣
阿
仁
地
域
合

併
協
議
会
が
阿
仁
町
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
、
継
続
協
議
と
な
っ
て
い
た

議
会
の
議
員
の
定
数
及
び
任
期
の
取
扱
い

に
つ
い
て
は
、
現
在
の
４
町
の
議
員
74
人

（
鷹
巣
町
24
人
、
合
川
町
18
人
、
森
吉
町

18
人
、
阿
仁
町
14
人
）
が
期
間
を
１
年
間

と
す
る
在
任
特
例
制
度
を
適
用
す
る
こ
と

に
決
定
し
ま
し
た
。 

　

は
じ
め
に
４
町
の
議
長
か
ら
各
議
会
で

集
約
し
た
意
見
を
報
告
。
各
議
会
と
も
在

任
特
例
を
主
張
し
期
間
は
６
カ
月
か
ら
１

年
間
。
こ
れ
に
対
し
第
３
号
委
員
（
学
識

経
験
者
）
か
ら
は
「
合
併
の
目
的
は
行
財

政
の
ス
リ
ム
化
、
在
任
特
例
は
こ
れ
に
反

す
る
」
「
昨
年
の
住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で
、

約
38
％
が
合
併
に
よ
り
議
員
の
減
少
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
を
望
ん
で
い
る
」
な
ど
在

任
特
例
に
反
対
の
声
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
事
務
局
か
ら
、
定
数
特
例
26

人
の
場
合
は
、
１
年
間
で
１
億
３
８
４
万

１
千
円
、
在
任
特
例
74
人
で
６
カ
月
は
、

１
億
９
８
３
２
万
４
千
円
、
１
年
間
で
は

２
億
９
４
０
５
万
円
と
定
数
特
例
の
場
合

と
在
任
特
例
を
適
用
し
た
場
合
の
報
酬
の

違
い
を
提
示
。
議
会
選
出
の
委
員
か
ら

「
在
任
適
用
は
新
市
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
地
域
の
事
情
が
わ
か
ら
な
い
た
め
、

各
地
域
の
議
員
と
意
見
を
交
わ
し
合
い
地

域
事
情
を
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
、

「
新
し
い
市
を
作
り
上
げ
て
い
く
の
は
、

新
市
住
民
全
員
の
責
任
。
議
会
を
体
育
館

で
行
う
な
ど
し
、
そ
れ
ぞ
れ
切
磋
琢
磨
し

た
議
論
を
住
民
に
傍
聴
し
て
い
た
だ
く
」
、

と
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
は
じ
め
在
任
特
例
に
異
論

し
て
い
た
委
員
も
「
住
民
の
代
表
と
い
う

強
い
意
志
と
感
じ
る
。
住
民
に
納
得
す
る

方
策
で
新
市
に
引
き
継
い
で
い
た
だ
き
た

い
。
期
間
に
こ
だ
わ
ら
ず
色
々
な
議
論
を

交
わ
し
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」
、
「
合
併
は

ゴ
ー
ル
で
は
な
く
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
。
議

員
の
み
な
さ
ん
は
大
変
な
思
い
を
さ
れ
る

が
新
市
の
た
め
に
不
退
転
の
決
意
で
臨
ん

で
く
れ
る
な
ら
在
任
に
賛
成
し
た
い
」
な

ど
と
、
最
終
的
に
は
全
委
員
が
在
任
特
例

の
適
用
に
一
致
し
ま
し
た
。

　

期
間
に
つ
い
て
は
①
６
カ
月
②
７
カ
月

③
１
年
の
３
案
に
絞
り
込
ん
だ
後
、
４
町

長
が
協
議
を
行
い
「
１
年
」
を
提
案
し
ま

し
た
。
挙
手
採
決
の
結
果
、
反
対
６
人
の

賛
成
多
数
で
、
17
年
４
月
１
日
か
ら
18
年

３
月
31
日
ま
で
の
１
年
間
を
在
任
期
間
と

し
ま
し
た
。
ま
た
、
議
員
報
酬
に
つ
い
て

は
、
議
員
報
酬
審
議
会
を
設
定
し
、
新
し

い
報
酬
が
決
ま
る
ま
で
は
、
現
在
の
報
酬

を
据
え
置
き
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

議員の定数及び任期などが協議された第７回法定協
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６
月
26
日
、
鷹
巣
町
婦
人
団
体
連
絡
協
議
会
（
中

島
喜
代
会
長
）
が
、
関
係
者
と
と
も
に
中
央
公
園
に

ア
ジ
サ
イ
を
植
栽
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
植
栽
は
、
婦
団
連
の
創
立
25
周
年
を
記
念

し
、
中
央
公
園
を
さ
ら
に
花
の
豊
か
な
公
園
に
し
よ

う
と
実
施
し
た
も
の
で
、
「
ア
ジ
サ
イ
の
丘
」
周
辺

に
色
や
高
さ
の
異
な
る
株
お
よ
そ
３
５
０
本
を
植
栽

し
ま
し
た
。

　

婦
団
連
で
は
、
今
後
も
可
能
な
限
り
植
栽
を
続
け
、

中
央
公
園
を
四
季
を
通
じ
花
の
絶
え
な
い
公
園
に
し

た
い
と
考
え
て
い
る
そ
う
で
す
。

花
の
絶
え
な
い
公
園
に

婦
団
連
が
中
央
公
園
に
ア
ジ
サ
イ
を
植
樹

竜
森
小
が
10
回
目
の
Ｖ 優勝した竜森小のメンバー

　

７
月
１
日
、
秋
田
市
の
市
立
体
育
館
で
第
32
回
子

供
自
転
車
秋
田
県
大
会
が
開
催
さ
れ
、
竜
森
小
学
校

Ａ
チ
ー
ム
が
団
体
の
部
で
９
年
連
続
10
回
目
の
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。

　

キ
ャ
プ
テ
ン
の
澤
藤
雄
大
君
（
６
年
）
は
、
「
全

国
大
会
に
行
き
た
か
っ
た
の
で
嬉
し
い
。
み
ん
な
で

力
を
合
わ
せ
団
体
で
頑
張
り
た
い
。
全
国
大
会
で
は

団
体
で
20
位
、
個
人
で
は
70
位
を
目
標
に
し
、
昨
年

よ
り
い
い
成
績
を
残
し
た
い
。
」
と
抱
負
を
述
べ
て

い
ま
し
た
。

　

全
国
大
会
は
８
月
３
・
４
日
、
東
京
ビ
ッ
ク
サ
イ

ト
で
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

交
通
安
全
子
供
自
転
車
県
大
会

　

秋
田
内
陸
線
の
小
ケ
田
駅
を
抱
え
る
地
元
の
沢
口

婦
人
会
（
中
嶋
洋
子
会
長
）
が
６
月
27
日
、
内
陸
線

を
利
用
し
た
親
睦
旅
行
を
実
施
し
、
小
京
都
・
角
館

ま
で
の
往
復
の
旅
を
満
喫
し
ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
は
、
婦
人
会
で
も
内
陸
線
の
乗
車
運
動

に
協
力
し
よ
う
と
行
っ
た
も
の
で
、
当
日
は
お
よ
そ

60
名
が
参
加
、
貸
し
切
り
車
両
２
両
で
の
楽
し
い
旅

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
ケ
田
駅
の
表
示
板
が
乗
客
か
ら
は
見
に

く
い
こ
と
な
ど
、
乗
っ
て
は
じ
め
て
気
が
付
い
た
こ

と
も
多
く
、
収
穫
の
多
い
旅
と
な
っ
た
よ
う
で
し
た
。

女
性
パ
ワ
ー
で
乗
車
運
動
！

沢
口
婦
人
会
が
内
陸
線
を
利
用
し
親
睦
旅
行

関係者合わせて170名が植樹に汗を流しました

自由な雰囲気の貸切列車。みなさんもいかが？
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前
号
に
引
き
続
き
、
昭
和
元
年
に
発
行
さ
れ
た
小
冊
子
「
新
し
き
北
秋
」

か
ら
大
正
期
の
鷹
巣
町
の
姿
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
、
当
時
の
主
な
公

共
機
関
や
民
間
施
設
、
有
力
者
な
ど
を
紹
介
し
て
い
る
部
分
で
す
。
明
治
期

以
来
、
郡
役
所
の
存
在
が
町
の
発
展
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。
※
旧
漢
字
な
ど
は
現
代
の
表
記
に
直
し
て
い
ま
す
。
ま
た

写
真
は
こ
の
本
の
中
で
使
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

新
・
た
か
の
す
の
昔
っ
こ
〈
大
正
期　

旧
鷹
巣
町
編
Ⅱ
〉

　

明
治
11
年
、
維
新
後
の
新
し
い
行
政

制
度
「
郡
町
村
制
」
が
布
か
れ
、
北
秋

田
郡
と
各
町
村
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

翌
年
明
治
12
年
に
は
当
時
の
鷹
巣
村

に
郡
役
所
が
置
か
れ
ま
す
。
北
秋
田
郡

は
「
中
央
部
」「
大
館
部
」「
扇
田
部
」「
阿

仁
部
」
に
分
け
ら
れ
鷹
巣
の
旧
町
村
や

早
口
村
が
「
中
央
部
」
に
属
し
て
い
ま

し
た
。
そ
の
後
、
中
間
機
関（
自
治
体
）

と
し
て
の
郡
の
役
割
は
使
命
を
終
え
、

大
正
15
年
、
郡
役
所
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

「
（
中
略
）
そ
れ
だ
け
に
大
正
十
五
年

の
郡
役
所
の
廃
止
は
本
町
民
の
記
憶
よ

り
永
遠
に
拭
わ
れ
な
ら
ざ
る
打
撃
で
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
元
来
郡
役
所
は
本
町

と
大
館
町
と
の
間
に
奪
取
の
争
い
が
起

こ
っ
て
事
毎
に
相
反
目
し
来
れ
る
関
係

上
将
来
の
本
郡
の
中
心
は
必
然
大
館
町

に
移
る
も
の
の
如
く
推
測
さ
れ
、
こ
れ

が
為
め
本
町
と
し
て
も
そ
の
勢
力
の
把

持
と
対
抗
の
適
策
を
講
ぜ
ね
ば
な
ら
ぬ

の
で
自
然
生
産
方
面
に
何
等
か
の
振
興

事
業
を
画
策
さ
れ
ん
と
し
て
い
る
。

（
中
略
）
然
し
、
本
町
に
と
っ
て
待
つ

に
待
ち
き
れ
な
い
焦
燥
の
一
事
が
あ
る
。

そ
れ
は
云
わ
ず
も
が
な
、
阿
仁
鉄
道
の

速
成
で
あ
る
。
本
町
よ
り
分
岐
と
な
れ

ば
阿
仁
方
面
の
木
材
、
石
炭
等
、
す
べ

て
物
資
は
本
町
に
集
ま
り
鷹
巣
駅
頭
に

見
る
も
素
晴
ら
し
き
貨
物
の
堆
積
が
出

現
す
る
に
違
い
な
い
。

（
中
略
）
官
公
衙
〈
＝
官
公
庁
〉
と
し

て
は
北
秋
田
郡
各
種
団
体
連
合
会
事
務

所（
郡
役
所
跡
）、
鷹
巣
町
役
場
、
鷹
巣

営
林
署
、
鷹
巣
警
察
署
、
県
立
鷹
巣
農

林
学
校
、
公
会
堂
、
鷹
巣
小
学
校
の
外

郵
便
局
、
第
四
十
八
、
第
五
十
九
銀
行

各
支
店
あ
り
。
北
秋
時
事
新
報
は
本
県

唯
一
の
民
衆
の
機
関
紙
を
以
っ
て
任
じ

そ
の
経
営
と
編
集
は
県
下
を
通
じ
て
賞

す
る
所
で
あ
る
。

　

旅
館
に
勝
永
、
八
幡
屋
、
八
木
、
旗

亭
〈
＝
料
亭
〉
に
は
県
北
倶
楽
部
、
松

葉
館
、
花
月
、
蓬
莱
等
が
あ
り
、
近
年

停
車
場
附
近
の
人
家
著
し
く
増
加
し
多

く
は
附
近
村
落
の
二
男
三
男
坊
が
商
業

労
働
を
営
む
為
で
あ
る
。
団
他
に
は
敢

為
会
、
商
業
会
、
青
年
同
士
会
が
あ
り
、

村
社
に
は
鷹
巣
神
社
、
寺
院
に
浄
運
寺

が
あ
る
。

　

本
町
発
展
の
契
子
で
あ
る
郡
役
所
を

語
り
て
想
起
す
る
は
成
田
直
衛
氏
で
あ

ろ
う
。
明
治
十
二
年
県
会
議
長
と
な
り

次
い
で
代
議
士
と
な
り
、
十
六
年
に
は

犬
養
木
堂
が
秋
田
改
進
党
を
組
織
す
る

や
こ
れ
に
入
り
本
県
政
党
史
の
一
頁
を

飾
る
人
傑
で
あ
っ
た
。
郡
衙
〈
＝
郡
役

所
〉
も
同
氏
が
一
夜
大
館
よ
り
米
代
川

を
下
る
舟
の
中
で
石
田
県
令
を
説
き
ま

ん
ま
と
当
時
の
鷹
巣
村
に
決
め
た
と
い

う
挿
話
が
残
っ
て
い
る
。
」

　

当
時
は
、
郡
役
所
が
廃
止
に
な
っ
た

こ
と
も
あ
り
、
他
に
ま
ち
づ
く
り
の
方

法
を
模
索
し
て
い
た
と
き
で
し
た
。
関

東
大
震
災
の
影
響
で
起
工
が
延
期
に
な

っ
て
い
た
阿
仁
鉄
道
（
旧
阿
仁
合
線
）

の
建
設
促
進
運
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
た
の
も
こ
の
頃
で
す
。

　

交
通
網
も
ま
だ
あ
ま
り
整
備
さ
れ
て

お
ら
ず
、
鉱
山
や
林
業
の
景
気
で
湧
く

阿
仁
部
と
の
行
き
来
は
、
主
に
徒
歩
や

馬
車
、
舟
運
で
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

往
来
す
る
人
た
ち
の
多
く
は
鷹
巣
を
経

由
し
た
た
め
、
駅
前
の
旅
館
や
料
亭
な

ど
も
繁
盛
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

〈
※
脚　

注
〉

【
注
１　

郡
役
所
】

　

明
治
11
年
の
郡
区
編
成
法
に
よ
り

発
足
。
同
23
年
、
郡
は
独
立
自
治
区

と
さ
れ
た
が
大
正
11
年
、
郡
制
廃
止

に
伴
い
権
利
関
係
は
県
に
移
管
さ
れ

同
15
年
郡
役
所
も
廃
止
に
な
っ
た
。

　

郡
役
所
が
大
館
で
は
な
く
鷹
巣
に

開
設
さ
れ
た
の
は
、
誘
致
に
つ
い
て

大
館
の
関
係
者
の
一
部
に
消
極
的
な

意
見
が
あ
っ
た
こ
と
と
、
当
時
の
有

力
な
政
治
家
・
成
田
直
衛
氏
の
力
に

よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
と
い
わ
れ
て

い
る
。

【
注
２　

阿
仁
鉄
道
】

　

現
在
の
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
。
明

治
42
年
に
建
設
運
動
が
開
始
さ
れ
、

昭
和
７
年
着
工
、
38
年
に
旧
国
鉄
阿

仁
合
線
と
し
て
開
業
し
た
。

【
注
３　

第
四
十
八
、五
十
九
銀
行
】

　

現
在
の
秋
田
銀
行
と
青
森
銀
行
。

そ
れ
ぞ
れ
大
正
12
年
、
13
年
鷹
巣
町

に
支
店
開
業
。

【
注
４　

北
秋
時
事
新
報
】

　

現
在
の
㈱
秋
北
新
聞
社
。
大
正
13

年
創
業
。

【
注
５　

石
田
県
令
】

　

石
田
英
吉
県
令（
現
在
の
県
知
事
）。

在
職
明
治
８
〜
16
年
。

　

広
報
６
月
16
日
号
で
紹
介
し
た

「
鷹
巣
町
真
景
図
」
の
下
部
に
印

刷
さ
れ
て
い
る
協
賛
広
告
。
駅
前

が
開
発
さ
れ
て
き
た
頃
で
、
旅
館

や
料
亭
な
ど
の
広
告
が
阿
仁
部
の

玄
関
口
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
往
時

の
鷹
巣
を
想
い
起
こ
さ
せ
る
。

　大正15年に廃止になった郡役所（現在
の鷹巣郵便局の隣接地のあたり）。その
後昭和17年、ほぼ同じ場所に県の地方事
務所が設置された。

●
成
田
直
衛 

（
１
８
４
８
〜
１
９
１
８
）

　

初
代
県
議
会
議
長
、
代
議
士
。

鷹
巣
村
に
郡
役
所
、
県
立
農
林
学

校
、
奥
羽
線
の
駅
を
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７・18（日）第27回東日本軟式野球北秋田予選

中央公園野球場

７・25（日）第59回天皇賜杯ブロック予選

� � 中央公園野球場

　　　　　　第７回鷹巣町一般男子ソフトボール大会

� � 米代河川緑地広場

　手芸用にカラフルにしたリサイクル素材の紙紐で竹

や籐のように編んでかごを作ってみませんか？

●日時　７月27日（火）、８月３日（火）　（２日間）

　　　　18：30～20：30

●会場　鷹巣町中央公民館　研修室

●人数　20人　７月23日（金）まで

●持参　はさみ、メジャー、洗濯バサミ（20個）

　　　　木工ボンド

●材料費　1，000円

◎お問い合わせ　　生涯学習振興課生涯学習係　　

� � � � 　　　　６２－１１１１

●日時　８月５日（木）～７日（土）

　　　　10：00～12：00、13：00～15：00

●場所　米代川流域下水道大館処理センター

●対象　小学生、中学生、一般（親子での参加も可）

●内容　「下水道のしくみ」映写会

　　　　下水処理場で働く「微生物」の観察

　　　　下水処理場施設の見学

◎申し込み・お問い合わせ

　　北部流域下水道事務所　　０１８６－４３－５２６１

　　　　

・児童扶養手当　例）児童１人の場合　

　　全部支給（月額）42，000円→41，880円

　　一部支給（月額）41，990円→41，870円

　　　　　　　　　～9，910円～09，880円 

・特別児童扶養手当月額　

　例）障害児１人について、２級の場合

　　　　　　　月額　34，030円→33，900円

　　　障害児１人について、１級の場合

　　　　　　　月額　51，100円→50，900円

◎お問い合わせ　役場福祉係　　　　　　62－1111

　　　　　　　　鷹巣阿仁地域振興局　　62－1175

７・17（土）おはなしでてこい� 14：00～

７・17（土）鷹阿吹奏楽連盟合評会� 9：30～

７・18（日）大正琴小野教室発表会� 　　　13：30～

７・19（月）る・それいゆ10周年記念サマ－コンサ－ト

　　　　　　前売券1,000円　当日券1,500円�18：00～

７・25（日）秋田県謡曲連盟加入団体謡曲大会10：00～

７・26（月）日本ピアノコンクール� 14：35～

８・１（日）ジュニアピアノコンクール� 9：00～

８・５（木）映画「ハリ－ポッタ－とアズカバンの囚人」

　　　　　　入場料：大人　1，500（割引1，300）

　　　　　　学生1，200（割引1，000）幼小中1，000（割引800）

　　　　　　①10：30～②13：10～③15：50～④18：30～

８・６（金）映画「ハリ－ポッタ－とアズカバンの囚人」

　　　　　　入場料、上映時間は５日に同じ　

【７月のロビー展】あけぼの婦人学級

７・29（木）知事と語ろうハーモニー・フォーラム

��14：30～16：00

８・７（土）・21（土）縄文土器作りに挑戦しませんか?

　　　　　　粘土煉り及び土器の製作 �13：30～16：00

　経験がなくても、誰でもすぐプレーできます。用具

がなくても町民の方であれば、どなたでも参加できま

すので、ぜひ申し込みください。

●日　　時　８月１日（日）午前８：30

●場　　所　空港ふれあい緑地広場

●参 加 料　無料　　申込は７月26日（月）まで

◎申し込み・お問い合わせ　　　　　　　　

　グラウンド・ゴルフ協会� 　６６－２０４１　神成重雄

スポーツ　　 　62－3800 ファルコン　 　62－3311

中央公民館　 　62－1130　

「エコクラフト手芸」講座

８月支払い分から児童扶養手当おしらせ

特別児童扶養手当の額が変わります

　おいしいお茶とお菓子を楽しみながら、どなた

でも参加できる気軽なカフェです。

　また、外国から来ている方たちに、鷹巣町や周

辺町村の暮らしに便利な情報を用意しています。

●日　時　８月１日（日）13：00～16：00

●場　所　鷹巣町中央公民館　研修室

●参加費　200円（中学生以下は無料）

◎申し込み・お問い合わせ

　　生涯学習振興課文化・遺跡係　　６２－１１１１

募　集

町民グラウンド・ゴルフ大会

ＴＡＣ Ｃafeに参加してみませんかＴＡＣ Ｃafeに参加してみませんか

募　集

募　集 下水道処理場で

夏休みの課外授業をしませんか
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福祉医療費受給者証(マル福)が更新になります福祉医療費受給者証(マル福)が更新になります福祉医療費受給者証(マル福)が更新になります
　お手持ちのカードの有効期限をご覧くだ

さい。

　「平成16年７月末日」で期限の切れる方

は、更新手続きが必要です。

更新日

７月31日（土）

８月１日（日）

時　間 場　所

８：３０～１２：３０ 役場１階入口

※上記日程で都合の悪い場合は、随時国保・年金係で行います。

【更新に必要なもの】

１．申請書（７月下旬頃、該当者に事前送付します。　　２．保険証　　３．印鑑

４．古い福祉医療費受給者証　　５．身体障害者手帳（お持ちの方）

※申請書の加入医療保険欄と申請者氏名を記入の上、持参してください。

下記の方が対象になります

・乳幼児のお子さん（平成10年４月２日以降に生まれた子）

・母子・父子家庭の18歳未満の児童・生徒（昭和61年４月２日以降に生まれた子）

・１～３級の身体障害者手帳を持っている社保本人の方

・４～６級の身体障害者手帳を持っている65歳以上の方

・両親の一方が身体障害者（１・２級）の家庭の児童

対象にならない方

・生活保護を受けている方や所得制限基準額を超えている方

◎お問い合わせ

　　　国保・年金係

��������������　６２－１１１１

子育てサポーター養成講習会
　子育てサポーターとは、子育て中の親が所用など

で一時的に子どもを預かってほしい時に、引き受け

手となる保育の基本的知識を持った「保育ボランテ

ィア」です。

　育児に対する負担感を緩和し、地域全体で子育て

をしていく環境づくりを目的に、地域で活動する子

育てサポーターを養成します。

●開催日時　８月25日（水）～９月29日（水）

　　　　　　毎週水曜日の６日間

　概ね10時～15時、上記日程の他２時間の保育実習

を講習期間内に設定します。

●会場　能代市（主会場はふれあいプラザ）

●講習内容　30人程度、全27時間、内容は「身体の

発達と病気」「子どもの世話」「保育実習」「救急

救命実習」など　※全日程参加できる方が対象です

●申込期限　７月30日（金）まで

◎申し込み・お問い合わせ　みらい子育てネットあきた�

� � � 　　 　０１８－８６０－１３４３

歯周疾患・骨粗鬆症予防講演会
●日時　７月21日（水）　13：00～16：10

　　　　受付13：00～13：20

●場所　鷹巣町保健センター　ホール

●対象者　平成16年度歯周疾患・骨粗鬆症検診受診

　　　　　者及び一般町民

●内容　　

　・歯周疾患健康教育

　　　講演「歯周疾患の予防と治療について」　

　　　講師　北秋中央病院　小松賢一先生

・骨粗鬆症健康教育

　　講演「骨粗鬆症の予防と治療について」　

　　講師　毛利整形外科クリニック　毛利尚宜先生

◎申し込み・お問い合わせ

　　　　鷹巣町保健センター　�　　 　６２－６６６６
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●鷹巣陶芸教室より� ５１，０００円

　秋田県立大学の学部・研究科（大学院）では、正規

学生と一緒に特定の授業を聴講する科目等履修生（試

験を受けて単位を修得します）、聴講生（単位は修得

しません）を学期毎に募集しています。

●申込期間　８月２日（月）～31日（火）まで

◎申し込み・お問い合わせ

　　秋田キャンパス事務局　 　０１８－８７２－１５２６

　　本荘キャンパス事務室　 　０１８４－２７－２０００

　納税通知書が送られている個人の事業者の方は、お

忘れなく最寄りの金融機関で納税してください。

◎お問い合わせ

　北秋田地域振興局県税課　 　０１８６－４９－２２１１

人口と世帯数

　６月30日現在

住民基本台帳による

　総人口　21,473人（ 14人減）

　　男　　10,179人（ ２人増）

　　女　　11,294人（ 16人減）

　 出生 　９人　転入　 40人

　 死亡 　24人　転出　 39人

　世帯数� 7,670世帯(４世帯増）

前月比

　　～保険料免除申請～

年 金 だ よ り
118号

　国民年金保険料は月額１３，３００円となっていま

すが、納めるのが困難な場合は【免除申請】をお勧

めします。

●前年の所得にで免除になるかどうか決まります。

　申請者、配偶者、及び世帯主の前年の所得により

免除になるかどうか、社会保険事務所で判断します。

　前年の所得が高くても、申請時に失業していれば、

前年の所得は『０』とみなしますので『離職票等・

雇用保険の受給者証』を持参して下さい。

●全額免除

　全額免除になりますと、３分の1は納めた扱い

で受給額に反映されます。

●半額免除

　半額免除になりますと、半額の6,650円納める

ことにより、3分の2は納めた扱いで受給額に反映

されます。　　　

提 出 先　福祉保健サービス課　国保・年金係　

提出期限　８月31日（火）

◎お問い合わせ　国保・年金係　　６２－１１１１

　訪問介護員２級の資格を取得する介護講習にチャレ

ンジしてみませんか。

●期　　間　８月17日（火）～10月29日（金）

●受講資格　満55歳～65歳までの方

●場　　所　鷹巣阿仁広域交流センターほか

●定　　員　25名（定員になりしだい締め切ります）

●費　　用　受講料、テキスト代は無料です

●講習時間　１３０時間以上

●受付開始　７月20日（火）から

◎申し込み・お問い合わせ

　　ハローワークたかのす　　　　　　　６０－１５８６

　　鷹阿地域シルバー人材センター　　　６２－５１５１

　請求期限は９月30日までです。この日を過ぎると、

時効により権利が消滅し、特別給付金を受けることが

できなくなります。

◎申し込み・お問い合わせ

　　福祉保健サービス課福祉係　　　　６２－１１１１

おしらせ 訪問介護員（ホームヘルパー）

養成研修（２級課程）

おしらせ

ぜんい

一般寄付

特別給付金の請求はお済みですか

戦傷病者等の妻に対する

募　集

秋田県立大学で学んでみませんか

おしらせ

納期限は８月31日です

個人事業税（１期分）

税 の納期限

８月２日まで

国民健康保険税 第１期
固 定 資 産 税 第２期
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慶 弔 だ よ り
６月16日～30日まで届出分・一部敬称略

お誕生おめでとう
　　　　ございます

石川　滉翔

畠山  陽稀

長崎　希生

堀部　息吹

成田　姫奈
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60-1055
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63-0105

62-1146
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62-1420

62-1267

62-2261

62-1455

63-0515

62-1400

62-2882

60-1055

69-5300

63-2700

医 療 機 関 名

う え だ ク リ ニ ッ ク

佐々木産婦人科医院

戸 嶋 産 婦 人 科 医 院

佐々木産婦人科医院

奈 良 医 院

盛 岡 外 科 医 院

佐藤外科消化器科医院

と し ま 医 院

津 谷 内 科

北 秋 中 央 病 院

遠 藤 ク リ ニ ッ ク

石川耳鼻咽喉科医院

藤 原 医 院

う え だ ク リ ニ ッ ク

毛利整形外科クリニック

たむら内科クリニック
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（午後６：３０～９：００）

お二人の前途を
　　　　祝福します
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中　島　亜希子�� 南鷹巣（
さん

さん

柏　谷　祐　也�� 摩　当� 

佐　藤　允　子�� 能代市（
さん

さん

ま さ 　 ひ ろ

じ ゅ ん

あ　き　こ

み　つ　こ

き ら と

は る き

きょお

い ぶ き

ひ　な

受 験 区 分

資格認定予定数

試 験 日 時

試 験 会 場

受 付 期 間

申 込 先

お問い合わせ

（1）経営指導員
（2）事務職
※いずれの区分にも受験の資格要件があ
　りますので商工会に備え付けの実施要
　項で詳細をご確認ください。
　
若干名

筆記試験　平成16年8月26日（木）
面接試験　平成16年9月16日（木）

三井アーバンホテル秋田（秋田市）

平成16年7月13日（火）～8月6日（金）
郵送の場合、当日の消印有効

秋田県商工会連合会
〒010-0923　秋田市旭北錦町1-47　4F
　018－863－8491

鷹巣町商工会
〒018-3322　鷹巣町住吉町12-18
　　　　0186－62－1850
ＦＡＸ　0186－62－1757

●

●

●

●

●

●

●

平成16年度
商工会等職員資格認定試験案内
平成16年度
商工会等職員資格認定試験案内

ゆ　う　や

 す み こ

とめごろう

り　へ　い

や　ち　よ

みのる

 し ん い ち

浩

直寿

聡

靖

雄一
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日　　時　平成１６年８月９日（月）集合：午後７時30分集合　終了：午後９時頃まで

　　　　　　　　（雨天の場合：８月１０日（火））

場　　所　鷹巣陸上競技場前 駐車場（現地集合）

対　　象　小学生以上（できるだけ親子での参加をお願いします）

持 ち 物　筆記用具、懐中電灯、双眼鏡（持っている人）、敷物、 虫除けなど

しめきり　８月６日（金）

星の位置から星座を探したり、双眼鏡で天の川を観察します

●今年度の成人式該当者
 昭和58年4月2日～昭和59年4月1日生まれの方 
●日　時
 平成16年8月15日（日）13時20分から受付 
●会　場
 たかのす風土館（ファルコン） 
●日　程
　記念式典　　　　14時00分～※

　アトラクション　14時40分～ 　
　記念撮影　　　　15時40分～ 　　
　祝賀パーティー　16時10分～（会費1,000円）
 ※式典には開始10分前までにおいでください。

【通知について】
　該当者の方々には、７月23日まで、ご案内と出欠

確認の通知を郵送いたします。また、鷹巣町の小中

学校を卒業、あるいは在籍されていた方で、現在町

外に住んでいる方も参加できますので、通知が届か

なかった場合、参加される方は直接、またはご家族

を通じ、下記までご連絡をお願いいたします。

 
●申し込み・お問合せ

　鷹巣町教育委員会 生涯学習振興課 
　　0186-62－1111 

第14回鷹巣町ひまわりコンクール

●出品受付・審査会

　８月２０日（金）9：00～12：00

●一般公開

　８月２１日（土）9：00～17：00

　８月２２日（日）9：00～17：00

●参加対象

　原則として鷹巣町民の方

●申込方法

①８月16日（月）まで、住所、氏名、電話番号、

品種、点数を中央公民館に申し込みください。

②出品できる点数は、一種類につき、一人２点

まで。

●出品規定

①30センチくらいの茎をつけたままのひまわ

りを花瓶に入れてお持ちください。

②ひまわりの種類は不問。

③花期が終わった場合は花の輪だけでも可。

●表 彰 式

　10月下旬鷹巣町中央公民館

◎お問い合わせ

　鷹巣町花いっぱい運動推進協議会

　事務局　中央公民館　　６２－１１３０

 鷹巣町「成人式」のご案内です

平成16年度


